
香ヶ丘リベルテ高等学校 

校長 重山 香苗 

令和 6 年度 香ヶ丘リベルテ高等学校 学校評価 

１． めざす学校像 

 

建学の精神である「愛と真実の教育」「情操豊かな女子教育」を基本とし、新しい時代にはばたく力、生きる力を育む女子教育の理想をめざす 

 

 １．明朗な女性の育成  

 ２．知性豊かな女性の育成 

 ３．実行力のある女性の育成 

 

 

 

２． 中期的目標 

 

１．特色授業や行事を通して専門性を高める 

 

（１）本校独自の特色授業や行事を充実させる。 

   

ア 普通科では、『美容芸術コース』『ファッションビジネスコース』『幼児教育コース』『フィジカルコース』『アンダンテコース』『ライフデザイ

ンコース』『クッキングエキスパートコース』の７つのコースがある。さまざまな分野の知識や専門性を高めたり、自分の進路をゆっくりと

考えて学んだり、それぞれコースの特色授業を通して夢に向かう生徒たちをサポートする。また、「実践的キャリア教育・職業教育支援事業」

を踏襲しながら、各コース実習授業、資格取得や教育講演などを通してより専門性を高める。 

 

  ※自己評価アンケートで、普通科の各専門的な授業で生徒の専門的な知識や技術を高める達成度を 70％にする。 

 

 

イ 各コースに応じた行事を設定する。その行事を通して、体験プログラムを実施し、より専門的な知識や技術を身につける。 

 

 ※自己評価アンケートで、普通科の各コースに応じた行事で生徒の専門性を高める達成度を 70％にする。 

 

 

 

２．個々に応じた学習環境の整備と自分の目指す進路の実現 

（１）授業だけでなく、「進路パイオニアクラブ」や「定期考査前補習」、「生徒選択授業」、「夏休み・冬休み特別授業」、「イングリッシュカフェ」、「朝

礼前の漢字学習(通称 朝漢)」など学習環境を整備し、生徒に学習する場を与える。そして学習習慣の定着をさせ、学力向上につなげ、一人一人

の進路の実現をする。 

      

    ● 「学び直し＜つまずき０プロジェクト＞」では「数が苦」を「数楽」にする。苦手な数学を小学生の問題までさかのぼり、どこでつまずいて

いるのかを確認し、本校のオリジナルテキストを使用し徹底的に苦手分野に取り組み克服する。 

      朝礼前には早朝テスト「朝漢（あさかん）」、定期考査前の放課後には学年別、教科別で希望者対象の補習を実施し、土曜日の放課後には「イ

ングリッシュカフェ」に取り組み、個々に応じた学習環境を整備する。 

 

      ※自己評価アンケートで個々に応じた学習環境の整備により、学習する場を与える達成度を 70％にする。 

 

 

 ３．身だしなみ・マナー指導による女子教育 

   （１）生徒のマナー意識を高め、頭髪・服装指導を徹底し、身だしなみを整える。 

     

ア 「女子力の更なる向上」（社会生活３つの基本）として「挨拶・返事・言葉遣い」を大切にし、生徒のみならず教員も含め学校全体での取り

組みを目指す。 

 

 イ 身だしなみ指導として、頭髪・服装指導を徹底する。自分の母校となる学校の制服にプライドを持たせ、身だしなみを整えることにより、

より本校の魅力を示す。 

  

※自己評価アンケートの身だしなみ・服装・頭髪指導の達成度を 70％にする。 

 

 

 



 

 

自己評価アンケートの結果と分析 

＜教職員＞ 

☆特色授業や行事を通して専門性を高める 

 

 ・今年度も昨年と変わらず 7 つのコースを特色としてスタートした。各コースの専門科目の知識及び技術習得の達成度は 62.9%（昨年度 52.9％)と前年度より

10%上昇する結果となった。キャリア教育を中心とした取り組みと授業担当者の飽くなき探究心が授業を通じて生徒に浸透し始めたことを示す１年だったと

いえる。今後も幅広い視点で基礎学力の向上を軸に、各コースの専門学習や体験を更に充実させていきたい。 

 

 ・各コースに応じた行事で、各コースの生徒の専門性を高めるという達成度は 60％(昨年度 50％)と 10%の上昇であった。美容芸術コース・ファッションビジネ

スコース対象に実施した KANSAI COLLECTION鑑賞が概ね好評だったことや、アンダンテコースのインターンシップの充実が数字として表れたと考察でき

る。また、幼児教育コースが実施している保育実習の見直す時期に来ているとの意見も現場から出ており来年度以降、各コースの特色を新しい行事からも発信

しながら、学習面に限らず本校だからこそ出来る生徒の将来の可能性を広げていく教育を展開していきたい。 

 

   

 

☆個々に応じた学習環境の整備と自分の目指す進路の実現 

 

・個々に応じた学習環境の整備により、生徒に学習する場を与えるという達成度は 42.9％(昨年度 33.8％)と約 10%の上昇は見られたものの満足のいく結果には

ほど遠いものとなった。2年前から取り組んでいる配慮生徒への特別授業や追試は進級や卒業の手助けとして一定の成果をあげているものの、自ら学ぶ力・多

様化された社会で生きる力の育成と乖離している現状が解消されていないと感じる教員たちの不安が顕著に浮かび上がる数字となった。 

 

 

今年度を以て終了する朝の漢字学習は、日々の努力をコツコツ積み上げていく教育であり、本校の生徒の実情に応じて一人一人に合った教育を細かく設定でき

たと振り返る。次年度からスタートする各コースの独自性を持った総合的探究の授業においても学習の主役は生徒、授業の中心は生徒であることを大前提に実

施することが何より大切である。 

 

 

・生徒の進路目標を設定させることについては、45.7％(昨年度 58.8%)と昨年度を大きく下回る結果となった。これまでの教員のアプローチでは進路について

生徒が前向きに考えることが難しくなってきたと言わざるを得ない。先ほどの項目でも述べた通り、自発的に思考したり、判断する力の弱い生徒や無気力な生

徒が年々増えており、高校卒業さえできればいいと考える生徒が急増している。また、希望する大学や職種はあるが、希望する進路実現までの手立てを知らな

い生徒や知っていても取り組むだけの気力に欠ける生徒への指導に教員が苦慮している様子が窺えた。 

違う視点からではあるが、6月実施の修学旅行も進路選択や決定を遅らせたり鈍らせているとの意見も挙がっている。進路決定において非常に大切な 3年生の

1学期が学校行事によって圧迫されているという意見はここ数年の進路指導部総括や第 3学年総括で出されていることもあり、そろそろ修学旅行の時期の見直

しが必要かと思われる。 

 現場としては、行事や LHR時のみならず、朝終礼時において普段から自らのいろいろな人生経験や進路選択を語ったり、世の中のことを話すことで生徒の視

野を広げ、多様化する進路選択に早く対応し、一人一人が満足できる進路の実現に力をいれていきたい。 

 

 

 ・併設短期大学への進路指導について 

担任だけでなく学年の総務や各コース専門講師と情報共有を行い、本校の高短連携を推進して行くことが必要だと考える。教員が高短連携の大切さを一番に実

感し、自然且つ自ずと生徒達に進路設定の一つとして提案していくことが効果的であると考える。そういった意味合いにおいては 1 年生の 2 学期以降からは

併設短期大学のイベントをアナウンスし、参加を後押しすることも必要だと思う。 

 

 

 

 ☆身だしなみ・マナー指導による女子教育 

 

 

 ・身だしなみ・頭髪・服装指導を徹底することに関しては、40.0％(昨年度 35.3％)と昨年度から微増した。身だしなみ指導に限らず学校の指導の意図が生徒の

みならず保護者に理解を得られないケースが年々増加しており、その対応に追われる教員の疲弊は今年度も改善策を見いだせなかった結果と推測される。ま

た、個別対応生徒が増えているため指導基準が曖昧になっているという指摘や指導によって保護者からのクレーム等のトラブルを招くことを心配する声が多

かった。生徒は中学時代に以前ほど厳しく身だしなみ指導をされていないため、本校の指導とのギャップに追いつけずストレスを訴える場面もあった。 

「身だしなみ」の定義を＜制服をきれいに着用すること＞とするならば、靴下が破れていたり、襟元が汚れていたりアイロンがかかっていないブラウス等、家庭

環境を背景とするものに対してどのような指導が適切なのかを考えさえられる。それに加えてコンプレックスを隠すための化粧と宗教上許可している頭髪や

装飾の違いを生徒に理解させるのは難しく矛盾さえ感じる。また、ありとあらゆるコンプライアンスが仁王立ちする昨今、男性教員が身だしなみ指導を行うの

はかなり危険な行為となってきているが、女性教員に指導のすべてをお願いすることは学校が掲げてきた指導から大きく逸脱するのではないのだろうか。大き

なリスクを負いながらの身だしなみ指導が次年度以降、学校としてどれほど優先順位の高いものなのかを明確にすることが急務と考える。そんな中、2年生の

あるクラス内では生徒同士で服装のチェックを行わせてから学年集会や式典に参加させるということを年度当初から続け、その結果、委員長をはじめとした生

徒たち自ら声かけをするようになったという報告もある。 

昨今の教育現場において身だしなみ指導は非常に難しくデリケートなものであるが、生徒への適切なアプローチを試行錯誤しながら引き続き行い、生徒たちが

この指導の必要性を理解できるよう創意工夫を重ねて行きたい。 



＜自己評価アンケートの結果と分析＞ 

 

３．本年度の取り組み内容及び自己評価 

中期

的目

標 

今年度の 

重点目標 
具体的な取り組み計画・内容 評価指標 自己評価 

１
．
特
色
授
業
や
行
事
を
通
し
て
専
門
性
を
高
め
る 

(１)本校独自

の特色授業や

行事を充実さ

せる。 

 

ア夢に向かう

生徒たちを

サポートす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ各コースに

応じた行事

を通してよ

り専門的な

知識や技術

を身につけ

る。 

 

 

 

 

 

ア・「美容実習」「メイク実習」「ネイルアート」「ファ

ッション造形」「ショップコーディネイト」「チャ

イルドヘアメイク」「キッズイングリッシュ」「ピ

アノ」「朗読」「保育理論」「製菓理論・調理理論

及び実習」など、さまざまな分野の特色授業によ

って、専門的な技術や知識を習得する。 

 

 

・「アンダンテ実習」では、「職業・職種研究」から

「進路プランニング」を立て、自分の進路を 3年

間かけてゆっくり丁寧に考える。 

 

 

・「実践的キャリア教育・職業教育支援事業」を踏

襲しながら、各コース実習授業、資格取得や教育

講演などを通してより専門性を高める。 

 

 

 

 

イ・各コースに応じた行事を設定する。「美容メイク

ショー」「ファッションショー」「ネイルアート展

示」「アクセサリー販売」「保育実習」などの行事

を通して、より専門的な知識や技術を身につけ

る。 

 

 

 ・「企業見学会」「大学見学会」「キャリア教育講演

会」「アンダンテ発表会」「テーブルマナー」など

の行事を通して、自分のやりたいことを見つけ、

専門性を高めていく。 

 

 

・KANSAI COLLECTION 鑑賞をきっかけにコー

ス発表となる学園祭でのステージパフォーマンス

を更に向上させる。 

 

 

 

 

 

 

ア自己評価ア

ンケート

で、普通科

の各専門的

な授業で生

徒の専門的

な知識や技

術を高める

達成度を

70％にす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ自己評価ア

ンケート

で、普通科

の各コース

に応じた行

事を通して

生徒の専門

性を高める

達成度を

70％にす

る。 

 

 

 

 

 

 

ア「美容実習」「メイク実習」「ネイルアート」

「ファッション造形」「ピアノ」「朗読」の

実習授業で専門的な技術を身につけ、「シ

ョップコーディネイト」「チャイルドヘア

メイク」「キッズイングリッシュ」「保育理

論」などの専門的な授業で知識の習得に関

する達成度は 62.9%となった。ライフデザ

インコースでは「秘書技能検定」「硬筆書

写検定」で資格取得者もあり、将来の進路

選択につながり、専門性高めている。 

  クッキングエキスパートコースでは、週 2

回の実習と座学で専門的な技術と知識の

習得が期待される。 

 次年度以降は可能な限り専門性の高いイ

ンターンシップを各コースで実施し、生徒

それぞれの夢の具現化を図るサポートを

行いたい。 

 

 

 

イ 各コースに応じた行事で各コースの生徒

の専門性を高めるという達成度は 60%と

なった。 

 

美容芸術コース・ファッションビジネスコ

ースの学園祭での舞台発表は完成度の高

い行事であるために、年々求めるものは高

くなっている。常に達成度を高めていくた

めには、それぞれの行事のＰＤＣＡによる

総括を元に、企画・準備をしていき更によ

り良い行事を作っていきたい。そして充実

した学校行事の運営に努めていきたい。 

 

定期的にコースプロジェクト会議を開き、

年度初めに作成したシラバス通りに実習

が展開できているかを確認すると共に生

徒の学習状況や課題を共有する。 

 

各コースで実施される検定試験の対策講

座や補習を企画し、生徒のモチベーション

を高める努力を継続する。 

 

習熟度を踏まえた実習のあり方を検討す

る。 

 

卒業生や在学中の先輩からの話を聞く機

会を設け、知識や技術向上に止まらず、将

来のビジョンを描けるようなイベントを

企画したい。 

 

 



２
．
個
々
に
応
じ
た
学
習
環
境
の
整
備
と
自
分
の
目
指
す
進
路
の
実
現 

＜普通科＞ 

 

ア苦手科目に

対する取り

組み 

 

 

 

ア・数学では「数が苦」を「数楽」にする。苦手な数

学を小学生の問題までさかのぼり、どこでつまず

いてしまっているのかを確認し、本校のオリジナ

ルテキストを使用し徹底的に苦手分野に取り組み

克服する。 

 

 

・朝礼中は早朝テスト「朝漢（あさかん）」、定期考

査前の放課後には学年別定期考査対策補習、土曜

日の放課後には「イングリッシュカフェ」に取り

組み、個々に応じた学習環境を整備する。 

＜普通科＞ 

 

ア自己評価ア

ンケートで

個々に応じ

た学習環境

の整備によ

り学習する

場を与える

達成度を

70％にす

る。 

＜普通科＞ 

 

ア個々に応じた学習環境の整備により学習

する場を与える達成度が 42.9％となった。 

 

アンダンテコースのみ数学の学び直し授

業を 2時間確保。参加生徒に対し丁寧に指

導をしてきた。数学だけでなく、「イングリ

ッシュカフェ」は教科の先生も参加して楽

しく英語と触れ合う機会を持った。また、

今年度は天神橋筋商店街に生徒を引率し、

外国の方と会話をするという企画を実施

し、概ね好評であった。生徒の興味付けと

しての成果を残した「イングリッシュカフ

ェ」から発展した「英語検定」への取り組

みは生徒に自信をつけさせる効果以外に

も具体的目標設定と目標達成までの計画

的学習の習慣化等、多岐に渡って生徒に学

習意欲を持たせる結果を導き出した。 

 

その他、各教科の補習については、定期考

査対策として全学年であらゆる形体で実

施。コツコツとした指導を積み重ね、生徒

に自信をつけさせることで学習習慣を身

に着くようにしていきたい。今年度を以て

最後となる早朝テスト（通称：朝漢 あさか

ん）では基礎学力の定着の足がかりとなる

自主自学の習慣が生徒それぞれについて

きたと感じるだけに次年度以降の総合的

探究の内容を慎重に考察していきたい。 

 

３
．
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な
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(１) 生徒のマ

ナー意識を

高め、身だ

しなみを整

える。 

 

ア身だしなみ

指導の徹底 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア身だしなみ指導として、頭髪・服装指導を徹底す

る。自分の母校となる学校の制服にプライドを

持たせ、身だしなみを整えることにより、より

本校の魅力を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

ア自己評価ア

ンケートで

生徒の身だ

しなみ・頭

髪・服装指

導を徹底す

る達成度を

70％にす

る。 

 

 

 

 

 

 

生徒の身だしなみ指導を徹底する達成度が

40.0％となった。マナー意識と同様に年々

生徒間で身だしなみ意識も少しずつでは

あるが高くなっては来ている。生徒会の啓

発活動やクラス委員長の声かけ等、随所に

身だしなみ指導の効果は自治という形で

表れている一方で、保護者の理解を得るこ

とが年々難しくなっており、基準通りの指

導をする教員がクレーム対応に終われて

いるという現実がある。また、宗教上の理

由や容姿に対するコンプレックスを抱え

る生徒それぞれに対応が必要なため、指導

基準がぶれてしまう現象がここ数年起こ

っている。特に二重まぶた整形やアイプチ

をしている生徒はコンプレックスを訴え

ていることが多く、身だしなみ指導の範疇

を越えていると感じる教員も多く見られ

た。そのような理由からか、達成度につい

ては、目標数値を超えることができていな

い。次年度はまず指導ラインの徹底を教員

間で図りつつ、生徒にも自分の身だしなみ

を客観視する力を身につけられるような

投げかけを行っていきたい。 

 

 

 

 


